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鍛 工 品  

 

 建 設 機 械 の 輸 出 が 好 調 な こ と か ら 、 生 産 は 平 成 1 4

年 末 か ら 前 年 同 月 比 で 増 加 が 続 い て い る 。 た だ し 、 材

料 費 や 燃 料 費 の 高 騰 に よ り 、 生 産 の 伸 び に 比 べ て 利 益

の 伸 び は 鈍 い 。  

 今 後 の 見 通 し は 、 年 内 は 好 調 な 受 注 が 続 く と 予 想 さ

れ る が 、 来 年 以 降 は 建 設 機 械 の 輸 出 動 向 い か ん で 、 や

や 変 動 す る 可 能 性 も あ る 。 ま た 、 油 田 開 発 向 け で は 、

掘 削 機 の 需 要 の 増 加 が 見 込 ま れ 、 生 産 の 増 加 も 期 待 で

き る 。  

 業 界 概 要  

 鍛 工 品 と は 、 鉄 な ど の 金 属 素 材 を 打 撃 、 加 圧 す る こ

と に よ っ て さ ま ざ ま な 形 状 に 加 工 し た も の で あ る 。 鍛

工 品 の 製 造 は 自 由 鍛 造 、 型 鍛 造 、 そ し て 特 殊 鍛 造 に 分

類 さ れ る 。 自 由 鍛 造 は 、 金 属 素 材 を 適 度 な 高 温 に 加 熱

し 、 プ レ ス ま た は ハ ン マ ー を 用 い て そ の 上 下 金 敷 間 で

力 を 加 え て 加 工 す る も の で 、 大 型 部 品 や 少 量 生 産 品 に

適 し て い る 。 型 鍛 造 は 、 鍛 造 機 械 に 上 下 １ 組 の 金 型 を

取 り 付 け 、 そ の 型 内 に 素 材 を い れ て 圧 縮 加 工 す る も の

で 、 小 型 部 品 や 量 産 品 に 適 し て い る 。 特 殊 鍛 造 は 、 リ

ン グ 状 の 半 製 品 を 数 個 の ロ ー ル の 間 で 成 形 す る リ ン グ

ロ ー ル に よ る 鍛 造 で 、特 殊 な 形 状 の 加 工 に 適 し て い る 。 

 ま た 、 金 属 素 材 を 加 熱 す る か 否 か で 熱 間 鍛 造 と 冷 間

鍛 造 に 分 け る こ と が で き る 。  

 わ が 国 で は 、 明 治 維 新 の 頃 よ り 自 由 鍛 造 に よ る 近 代

的 な 鍛 造 加 工 が 始 ま り 、 戦 後 は 、 自 動 車 を は じ め と す

る 各 種 機 械 製 品 の 量 産 化 の 進 展 と と も に 、 型 鍛 造 を 中

心 に 発 展 し て き た 。  

 鍛 工 品 は 、 安 価 で 強 い 素 形 材 と い う 製 品 特 性 か ら 、
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ク ラ ン ク や ギ ア な ど 、 強 度 を 必 要 と さ れ る 機 械 構 造 用

部 品 に 幅 広 く 使 用 さ れ る 必 要 不 可 欠 な 部 品 で あ る 。  

 大 阪 の 地 位  

 平 成 1 5 年 に お け る 大 阪 府 内 の 鍛 工 品 製 造 業 の 事 業

所 数 は 8 4（ 全 国 比 1 4 . 9％ ）、従 業 者 総 数 は 1 , 1 1 4 人（ 同

8 . 6％ ）、 製 造 品 出 荷 額 等 は 3 0 4 億 円 （ 同 8 . 7％ ） で あ

る （ 大 阪 府 統 計 課 『 平 成 1 5 年  大 阪 の 工 業 』、 全 数 、

経 済 産 業 省『 平 成 1 5 年  工 業 統 計 表（ 産 業 編 ）』、全 数 ）。

鍛 工 品 を 産 出 す る 事 業 所 で み る と 、 大 阪 府 の 事 業 所 数

は 5 7 で 全 国 １ 位 、出 荷 額 は 2 7 7 億 円 で 、愛 知 県 、滋 賀

県 に 次 ぐ 全 国 ３ 位 で あ る（ 経 済 産 業 省『 平 成 1 5 年  工

業 統 計 表 （ 品 目 編 ）』 従 業 者 ４ 人 以 上 ）。  

 近 畿 鍛 工 品 事 業 協 同 組 合 の 調 べ に よ る と 、 近 畿 地 区

の 鍛 工 品 の 用 途 別 生 産 割 合 は 、 産 業 機 械 お よ び 土 木 建

設 機 械 用 が 全 体 の お よ そ 5 0％ 、自 動 車 用 が お よ そ 3 0％

と な っ て い る 。 全 国 レ ベ ル で は 自 動 車 用 が 6 0％ か ら

7 0％ 程 度 を 占 め る が 、 近 畿 地 区 で は 産 業 機 械 お よ び 土

木 建 設 機 械 用 の 割 合 が 最 も 大 き い 。 こ れ は 、 近 畿 地 区

に 自 動 車 メ ー カ ー よ り 建 設 機 械 メ ー カ ー が 多 く 立 地 し

て い る と い う 地 域 特 性 に よ る も の で あ る 。  

 生 産 は 好 調  

 全 国 レ ベ ル で 見 た 鍛 工 品 生 産 額 の 推 移 を み る と 、 1 3

年 、1 4 年 と 前 年 を 下 回 っ て い た が 、1 5 年 以 降 、前 年 を

上 回 る 水 準 で 推 移 し て い る 。特 に 、 1 6 年 ２ 月 以 降 、 1 8

か 月 連 続 で 前 年 を 上 回 っ て い る 。 こ れ は 自 動 車 を は じ

め と す る 輸 送 用 機 械 の 好 調 に よ る も の で あ る 。  

 ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 大 阪 の 鍛 工 品 の 生 産 額 は 、 1 4

年 頃 か ら 前 年 を 上 回 る 水 準 で 推 移 し 、 過 去 最 高 の 水 準

に 達 し て い る 。 生 産 ラ イ ン は フ ル 稼 働 で 受 注 を こ な し

き れ な い 状 況 と な っ て い る 。 こ れ は 、 ア ジ ア 、 北 米 、
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Ｅ Ｕ 向 け の 建 設 機 械 の 輸 出 が 増 加 し て い る こ と に よ る 。 

 最 近 の 生 産 傾 向 を み る と 、 産 業 機 械 お よ び 土 木 建 設

機 械 向 け よ り 、 自 動 車 向 け の 割 合 が 高 ま っ て い る 。  

 ま た 、 原 油 の 需 給 が 逼 迫 し 、 油 田 開 発 が 世 界 的 に 活

発 に な り つ つ あ る こ と も 鍛 工 品 の 需 要 を 押 し 上 げ て い

る 。 こ れ は 、 油 田 開 発 の た め の 掘 削 機 用 部 品 の 一 部 が

鍛 工 品 で あ る た め で あ る 。  

 コ ス ト 上 昇 が 収 益 を 圧 迫  

 生 産 は 好 調 に 推 移 し て い る も の の 、 コ ス ト の 上 昇 が

収 益 を 圧 迫 し て い る 。 鋼 材 の 価 格 や 燃 料 （ 重 油 ） の 価

格 上 昇 分 を 製 品 価 格 へ 転 嫁 で き て い な い こ と か ら 、 生

産 の 増 加 は 期 待 し た ほ ど に は 収 益 に 結 び つ い て い な い 。

鍛 工 品 は 基 幹 部 品 で あ り 代 替 が き か な い だ け に 、 一 度

製 品 単 価 を 値 上 げ す る と 次 に 下 げ る こ と が で き な く な

る と し て 、 受 注 先 メ ー カ ー は 値 上 げ 交 渉 に 難 色 を 示 し

て い る 。  

 ま た 、 受 注 先 や 顧 客 の 種 類 、 そ し て 生 産 能 力 に よ っ

て 、 収 益 に は 格 差 が 出 て お り コ ス ト の 上 昇 分 を 転 嫁 で

き な い 企 業 の 中 に は 、 赤 字 に 陥 っ た と こ ろ も 見 受 け ら

れ る 。  

 資 金 繰 り は ま ず ま ず  

 以 前 の よ う な 貸 し 渋 り や 貸 し は が し は な く 、 売 上 げ

が 好 調 な こ と か ら 、 資 金 繰 り は ま ず ま ず で あ る 。  

 設 備 投 資 は 増 加 基 調  

 設 備 投 資 は 機 械 の メ ン テ ナ ン ス を 中 心 に 増 加 基 調 で

あ る 。 ま た 、 加 熱 炉 の 熱 源 を 重 油 か ら ガ ス や 電 気 に 変

更 す る 企 業 が 続 出 し 、 現 在 で は 電 気 が 熱 源 の 主 流 に な

っ て き た 。 重 油 を 電 気 に 変 更 す る こ と に よ っ て 、 炉 内

温 度 を 素 早 く 上 昇 さ せ る こ と が で き 、 生 産 性 の 向 上 に

も つ な が っ て い る 。 ま た 、 振 動 や 騒 音 防 止 な ど 周 辺 環
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境 に 配 慮 し た 設 備 投 資 を 行 っ て い る 。  

 地 球 環 境 問 題 を 念 頭 に 入 れ た 設 備 投 資 は 、 現 在 の と

こ ろ 、 組 合 で 自 主 行 動 計 画 の 策 定 を 考 え て い る が 、 具

体 的 な 動 き は 見 ら れ な い 。  

 新 規 採 用 が 増 加  

 業 界 で は 、 バ ブ ル 崩 壊 後 の リ ス ト ラ に よ り 新 規 採 用

を 凍 結 し て い た が 、 最 近 に な っ て 少 し ず つ 増 加 さ せ て

い る 。 1 5 年 と 比 べ 1 6 年 は や や 増 加 し て い る が 、 ヒ ア

リ ン グ に よ る と 、 従 業 者 規 模 が 1 0 0 人 以 上 の 企 業 で は

増 加 し て い る 一 方 で 、 中 堅 以 下 の 企 業 で は 新 規 採 用 は

あ ま り み ら れ な い 。従 業 者 の 年 齢 も 以 前 は 5 0 歳 代 が 多

か っ た が 、 新 規 採 用 を 増 や し て い る 企 業 で は 、 ４ 、 ５

年 前 に 比 べ て 従 業 者 の 平 均 年 齢 が 低 下 し て い る 。  

 た だ し 、 従 業 者 の 総 数 は ピ ー ク 時 の 水 準 に は 戻 っ て

お ら ず 、 生 産 性 の 向 上 や 労 働 時 間 の 延 長 で 増 産 に 対 応

し て い る 。  

 人 材 育 成 が 重 要  

 生 産 に は 高 度 な 品 質 管 理 が 要 求 さ れ る た め 、 業 界 で

は 組 合 を 通 じ て 人 材 育 成 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。

た と え ば 、 若 手 を 中 心 に 熱 処 理 技 術 や 材 料 の 知 識 に 関

す る 勉 強 会 を 開 催 し た り 、 光 学 顕 微 鏡 や 走 査 型 電 子 顕

微 鏡 な ど の 機 器 に 触 れ な が ら 学 ぶ 等 の 即 戦 力 講 座 を 開

催 し た り し て い る 。  

 小 零 細 企 業 で は 技 術 の 伝 承 が 困 難  

 団 塊 の 世 代 の 退 職 問 題 が 注 目 さ れ る な か で 、 業 界 で

も 技 術 の 継 承 が 重 要 な 課 題 と な っ て い る 。 業 界 で は 定

年 延 長 が 常 識 で あ る た め 、 高 齢 者 で あ っ て も 本 人 が 健

康 で 意 欲 が あ れ ば 、 管 理 業 務 や 補 助 業 務 に 就 き 、 技 術

指 導 を 行 っ て い る 。 し か し 、 小 規 模 お よ び 零 細 企 業 で

は 、 新 規 採 用 が で き て い な い た め 技 術 の 継 承 が 進 ん で
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い な い 。  

 海 外 の 脅 威 は な い  

 鍛 工 品 は 動 力 を 要 す る 機 械 に と っ て 根 幹 と な る 部 品

で あ る こ と か ら 、 相 当 な 品 質 が 要 求 さ れ る 。 わ が 国 の

鍛 工 品 の 技 術 は 世 界 で も ト ッ プ ク ラ ス に 位 置 し 、 品 質

の 信 頼 度 が 高 い た め 、 高 い 国 際 競 争 力 を 有 し て い る 。

業 界 組 合 員 が 海 外 に 出 向 い て 技 術 指 導 を 行 っ て お り 、

技 術 力 で は 日 本 は ま だ 優 位 に あ る 。  

 今 後 の 見 通 し  

 好 調 が 続 く と 予 想 さ れ る が 、 来 年 以 降 は 建 設 機 械 の

輸 出 動 向 い か ん で 、 や や 変 動 す る 可 能 性 も あ る 。 油 田

開 発 向 け で は 、 掘 削 機 の 需 要 が 増 加 し て お り 、 そ の 分

野 で の 生 産 の 増 加 も 期 待 で き る 。  

（ 田 中  智 泰 ）  

 

平成15年鍛工品出荷の事業所数・出荷額

実数 対全国比 実数 対全国比
（か所） （％） （百万円） （％）

大阪府 57 15.6 27,700 7.1
愛知県 47 12.9 98,202 25.1
滋賀県 8 2.2 37,642 9.6
兵庫県 31 8.5 26,455 6.8
全国 365 390,824

資料：経済産業省『工業統計表』、平成15年、品目編

事業所数 出荷額
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鍛工品生産の推移（全国）

重量
実数 実数 前年比

（トン） （百万円） （％）
平成12年 2,008,744 491,443
　　13年 1,912,887 462,315 94.1
　　14年 1,942,405 429,640 92.9
　　15年 １－３月 520,734 113,938 106.5

４－６月 515,741 110,576 107.0
７－９月 507,030 109,601 104.5
10－12月 557,559 118,545 103.6

　　16年 １－３月 569,489 120,605 105.9
４－６月 572,327 120,289 108.8
７－９月 588,399 126,336 115.3
10－12月 613,447 132,612 111.9

　　17年 １－３月 602,993 133,463 110.7
４－６月 610,355 136,906 113.8
　　７月 205,628 47,181 107.0

資料：経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計月報』

金額

 

 


